
       水産大学校予想問題  

排他的経済水域とはなにか。この水域の設定が日本の水産業に与えた影響とについて述

べよ。さらに、水産資源を守るための方法には、どのようなものがあるか。現在進行中の

取り組みを挙げたうえで、あなたの考えや意見を 800字以内で述べよ。

排他的経済水域        沿岸国 鉱物資源 水産資源    排他的管轄権 行

使   沿岸         水域           年 国連海洋法条約    採択 

   各国   経済水域 設定      日本 遠洋漁業 急速 衰退      

一方  公海  国連海洋法条約        具体的 有効          各

国 無制限 魚 取          結果 水産資源 急速 減少  価格 高騰 

        私    水産資源 守    何            視点  考 
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   日本人 親      魚 急減        人間   乱獲 主 要因  言

      私     希少傾向   魚種  積極的 規制          考 

  実際           規制 設       徐  漁獲量 回復     減

少  厳  規制    結果 資源  年  倍以上 回復     報告    私  

 取 組 次第  持続可能 漁業 実践   事例        

第二  国民一人    意識 変              国          
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立案 実施 追 風    考   

世界的な人口増加や健康志向の高まりを背景に、海産物の消費はますます増加していく

だろう。一方、排他的経済水域の導入には外国船による乱獲を防ぐという面があった。し

かし、この水域では、海洋環境の保護と保全についても沿岸国に管轄権がある。私は、こ

の管轄権を活用し、日本が率先して排他的経済水域内で「持続可能な漁業」を実践してい

くべきだと考える。そして、そのノウハウを世界の国々に提供していくことで水産資源の

保護を実現していくべきだと考える。


